
※上記の症状に加え、発熱
を伴う、夜中に痛む、尿の
出方に影響があるなどの症
状がある場合は、まずは医
師の診断を受けましょう。

※上記に当てはまる人でも、
体操で腰を痛める危険が全
くないわけではありません。
仕事や趣味などを行うため
に、多少のリスクを背負っ
てでも積極的に予防したい
人だけにおすすめします。
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